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ビジネスの現場で活躍中の4⼈の「副業先⽣」が
11⽉から⾼知⼯業⾼等専⾨学校で授業を開始 10.29



⾃⼰紹介：⾼⽊和久

• 2021年度は情報セキュリティコース3年⽣の学級担任
• 担当科⽬はデータサイエンスと数学
• ２年⽣（⾼校２年相当） 線形代数
• ３年⽣（⾼校３年相当） 確率統計（回帰分析など）
• 専攻科１年（⼤学３年相当） 多変量解析
• 来年度は４年⽣（⼤学１年相当）の授業も担当



学⽣にデータ分析をさせたい

•データサイエンスを学校で教えるに当たって、どのよう

なデータをどのようにして得るか、が重要である。

•専門学科の先生にお願いして、この先生が大学院生の時

代に取った脳波のデータを利用させて貰った。



脳波の測定データ





判別関数
0.849 𝛽1 െ 𝛼 െ 2.249 ൅ 3.962 𝛽2 െ 𝛼 െ 2.276 ൌ 0
で判別(先頭の100データを元に全体を判別したもの)
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判別得点

系列1 系列2



反省点

•学生にデータを渡して加工させることは難易度が高く、

授業では実現できなかった。

•もっと簡単に入手できるデータで、しかも前処理を必要

としないものが必要である。



パスカルの三⾓形



𝑎௡の一般項は𝑛である。

𝑏௡の一般項は？



• 𝑛 ൌ 1,2,3,4のデータを用いて、𝑎௡を説明変数𝑥、𝑏௡を目的

変数𝑦として回帰分析を行った。

•得られた回帰直線の方程式は

• 𝑦 ൌ 3.5𝑥 െ 3.5 であった（失敗）。



• 𝑛 ൌ 1,2,3,4のデータを用いて、𝑎௡を説明変数𝑥、௕೙
௔೙
を目的

変数𝑦として回帰分析を行った。

• 𝑦の𝑥への回帰直線の⽅程式は
• 𝑦 ൌ ଵ

ଶ
𝑥 ൅ ଵ

ଶ



回帰分析を⽤いて ௡の⼀般項を求めることができた

• 𝑎௡を説明変数𝑥、௕೙
௔೙
を目的変数𝑦として回帰分析

• 𝑦 ൌ ଵ
ଶ
𝑥 ൅ ଵ

ଶ
ൌ ௫ାଵ

ଶ

•∴௕೙
௔೙
ൌ ௔೙ାଵ

ଶ

• 𝑏௡ ൌ
௔೙ ௔೙ାଵ

ଶ
ൌ ௡ ௡ାଵ

ଶ







パスカルの三⾓形の回帰分析



パスカルの三⾓形を重回帰分析



逆数の作る三角形









回帰分析を用いた部分分数分解

• 静岡理工科大学の1997年の入試問題

• 問 ଵ
ሺ௫ାଵሻሺ௫ାଶሻሺ௫ାଷሻ

ൌ ௔
௫ାଵ

൅ ௕
௫ାଶ

൅ ௖
௫ାଷ

• が𝑥についての恒等式であるとき定数𝑎, 𝑏, 𝑐の値を求めよ。



回帰分析を用いた部分分数分解

• 問
ଵ

ሺ௫ାଵሻሺ௫ାଶሻሺ௫ାଷሻ
ൌ ௔

௫ାଵ
൅ ௕

௫ାଶ
൅ ௖

௫ାଷ

• x<-1:5

• p<-1/(x+1)

• q<-1/(x+2)

• r<-1/(x+3)

• s<-p*q*r

• summary(lm(s~p+q+r))



回帰分析を用いた部分分数分解

• Rの出した予測式は 𝑠 ൌ 0.5𝑝 െ 𝑞 ൅ 0.5𝑟

• ଵ
௫ାଵ ௫ାଶ ௫ାଷ

ൌ ଵ
ଶ

ଵ
௫ାଵ

െ ଶ
௫ାଶ

൅ ଵ
௫ାଷ

•のように部分分数に分解される

•よって𝑎 ൌ ଵ
ଶ

 , 𝑏 ൌ െ1 , 𝑐 ൌ ଵ
ଶ



来年度に向けて

•担当科⽬はデータサイエンスと数学
•２年⽣（⾼校２年相当） 線形代数
•３年⽣（⾼校３年相当） 確率統計（回帰分析など）
•専攻科１年（⼤学３年相当） 多変量解析
•４年⽣（⼤学１年相当）の授業も担当



来年度取り組みたいこと

•アソシエーション分析を授業に取り⼊れる
•データサイエンスについてもっと勉強する
•ご清聴ありがとうございました


